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平成26年３月期通期業績予想値と実績値との差異及び 
特別損失(減損損失)の計上に関するお知らせ 

 

 

 平成25年11月12日に公表した平成26年３月期通期業績予想値と本日公表の実績値に差異が生じまし

たので、下記のとおりお知らせいたします。 

 また、平成26年３月期において、特別損失を計上いたしましたので、併せてお知らせいたします。 

記 

 

１．平成26年３月期通期業績予想値と実績値との差異(平成25年４月１日～平成26年３月31日) 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり
当期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想 (Ａ) 23,000 10 △10 △50 △6.95

今   回   実   績   値 (Ｂ) 23,008 9 △19 △118 △16.12

増   減   額 (Ｂ－Ａ) 8 △0 △9 △68 

増    減    率(％) 0.0 △5.7 ― ― 

（ご参考）前  期  実  績 
     （平成25年３月期） 23,853 125 103 85 11.87

 

 

２．差異の理由 

小売業界におきましては消費者の低価格志向・節約志向は定着化し、競合店との価格競争は激化の一

途を辿り、収益環境はますます厳しい状況が続きました。 

なお、景気は次第に回復基調にあるものの、消費税増税後の反動減や原材料の高騰及び水道光熱費の

値上げなどの不安材料も懸念され、景気の先行きは不透明な状況が続いております。 

このような状況の中、当社では店舗活性化策として、買い物しやすく、お年寄りにやさしい売り場づ

くりに重点を置き、６店舗を改装、集客力のアップに努めてまいりました。また、収益力向上策として

は経費削減と効率化を徹底し、ローコスト経営を堅持してまいりました。しかしながら、当社の基幹店

舗の商圏に競合店が進出した上、業態間を越えた熾烈な価格競争の影響を受け改装の効果を出すまでに

は至りませんでした。 

上記の理由により、平成26年３月期につきましては、売上高、営業利益は、ほぼ前回発表予想のとお

りとなりましたが、経常損益につきましては前回発表予想を９百万円下回り19百万円の経常損失となり

ました。また、当期純損益につきましては、固定資産の減損損失が響き前回発表予想を68百万円下回り

118百万円の当期純損失となりました。 

 

 



３．特別損失の計上 

 当社の固定資産について、現在の事業環境を踏まえ個別にその投資額の回収可能性を判断した結果、 

「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき減損処理を実施し、平成26年３月期において、減損損失72

百万円を特別損失として計上することになりました。なお、本件につきましては、本日公表いたしまし

た「平成26年３月期 決算短信」に反映しております。 

 

(注)上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の

業績は、今後の様々な要因により上記予想数値とは異なる結果となる場合があります。 

以  上 


